










要約:入院中に学校教育を受けた患児の担任教師および保護者に、入院中の教育に関する

アンケート調査を行い、教師 84 名、保護者 278 名からの回答を中間集計し、効果を検討

した。教師は医療スタッフとの連携のもとに、各患児の病状に合わせて教育を行い、教師

と患児・家族との信頼関係が築かれ患児及び家族の精神面にも非常に良い影響を与えてい

た。終末期においても、患児・家族も教師も、教師が精神的支えとなることを望んでいた。

教師との話の中で、より重症の患児から死の話題が出ることがあり、死に対する関心を抱

いていると推察された。


